
大佛次郎記念館 テーマ展示Ⅱ

二．．．， 一

零
釉
無
υ
‥
鱚
鯰

開館時間 /10100～ 17:30(入 館は17:00まで:

体 館 日 毎週月曜日(祝休日の場合は翌平日)
展示解説′毎月第2土 曜日(8/13、 9/10、 10/8

観 覧 料′一般200円 (150円 )

、10月 より10100～ 17:00(入 食官は16:30まで

ただし8/8は 開館

11/12)14:00‐ ‐14130

:  内 |よ20人以二0団体嘗!引オ」全 :美 2第4土曜日は高す生以下無料 :1豊兵市内在住の65歳以上0万
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[協賛 ]株式会社浦辺設計 株式会社ポンパドウル 横浜高速鉄道株式会社 大佛次郎研究会

瞬間を切0取る画家
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大佛次郎旧蔵のポール・ルヌアール版画集『ドレフュス事件』(1899)と『動き、身振り、表情』

(1907)よ り初公開を含む版画40点ならびに、関連する大佛作品。資料を紹介しますc

フランスの画家ボール・ルヌアール(1845-1924)は裁判で判決が下される歴史的瞬間も、広場で

駆け回る子どもたちの姿も、まるでカメラで捉えたかのように生き生きと描き出します。ベンを片手

に、議会から路地裏まで人間の諸相を描くことに情熱を燃やしたルヌアールと、「文士は必ずカメラ

を持て」を持論とし、舞台となる土地を何度も訪れた大佛次郎。そんな画家と作家の、社会を見る
｀
まなざし″にせまります。

4月 から中学生以下

の方は無料で入館で

きるようになりました。
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版画集『ドレフュス事件』(1899)よ り

□
―‐‐＝
ｍ

夢

メtl隣卜次 郎 記 く澄剣≧ (公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団)

〒231-0862横浜市中区山手町113(港 の見 えぅ丘 /Ak国 内)
TEL 045-627.50921今
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